
『 第78回運動会終了、次年度へ向けたリニューアルの始動 』
新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたのは昨年の５月８日のことでした。それから１年が経ち、グラ

ウンドには生徒の元気な声が飛び交っていました。平穏を取り戻した中で、感染症に気を遣う必要がない中で、

第78回運動会が開催出来たことは、この上のない喜びです。

今年のスローガンは「雲外蒼天」でした。毎年、実行委員の生徒たちが考えるスローガンには、その時々の時

代背景が見て取れます。「雲外蒼天」の意味は「困難を乗り越えた先には、明るい未来がある」という意味があ

ります。文字通り「雨雲の上には常に青空が広がっている。今ある苦労もやがて去って良いことがあるだろう」

というたとえです。まさにコロナ禍といった困難を乗り越えた現在を表しているのではないでしょうか。

さて、校長という人種はなんともひねくれたもので、「結果オーライ」は認められない性格です。運動会当日

を迎えるまでに様々な障壁がありました。生徒同士のトラブル、生徒と教師、教師と教師、教師と管理職等々。

これらの課題をしっかりと整理し、次年度に向けて今から準備を始めなくてはいけません。ここ数年、運動会の

組体操が問題となり、スポーツ庁は「確実に安全な状態でなければ実施しないように」と自治体に通知しまし

た。これを受け教育委員会は自治体レベルで演技を制限したり、学校に判断を委ねてきました。この通知は重要

なことですが、生徒の運動会における「主体的・対話的で深い学び」はどこへいったのか気になります。

悪気はありませんが、教師の一方的な指導で完成された組体操は、保護者受けはいいのですが、演技者の生徒

には何が残ったのでしょうか。私が中学生の頃は「組体操」「騎馬戦」「棒倒し」は必然でした。騎馬戦、棒倒し

では、練習毎に至る所で生徒同士のけんかが勃発し、その都度、教師が中に割って入って仲裁していましたが、

終わってみれば生徒同士の遺恨は何もなく、いたって平穏な学校生活を送っていました。今思えば、騎馬戦、棒

倒しに「主体的・対話的で深い学び」は存在せず、男子生徒の闘争心に着目した「祭り」の要素があったのでは

ないかと思ってしまいます。話が少し逸れましたが、これまでの運動会を通じて、その取組に生徒は疑問をもつ

ことがあったのでしょうか。本校の運動会は、毎年運動会実行委員を募集し、実行委員会中心に当日の運営が出

来るよう工夫がなされています。今年は縦割りの活動を意識し進めてきました。また、運動会はあくまでも授業

の一環なので、６時間の時程の中で、準備から片付けまで終了できるよう教員の意識も変えてきました。

毎年、毎年しっかりと成果が現れているのですが、練習のための特別時間割が組まれ、膨大な時間を使って本

番を迎え、どうしても教師中心の教え込みの指導が多くなってしまいがちな現状があります。また、係活動の責

任者は教師であり、本番の日はやはり教師の指示で係生徒が走り回る構図が見て取れます。

そこで、私なりに、次年度の運動会に向けて、以下の内容を考えてみました。

① 運動会を「体育科教員主体の行事」と捉えない。（チーム二中）

② 運動会を企画するにあたって、生徒のニーズ調査を必ず行う。（提案型、主体的・対話的）

③ 最小の準備や短時間の練習内容とし、特別な時程は組まない。決められた範囲内で練習を行う。（働き方改革）

④ 朝練は行わない。（働き方改革）

⑤ ライン引きは種目の担当教員、担当学年の教員と学年運動会実行委員が前日に準備を行う。（チーム二中）

⑥ プログラム内容は次年度作成のものを「永久プログラム」とする。（運動会実行委員会主体となり作成）

⑦ 演技図、ライン図、放送原稿、用具図は今年度のものをベースに加筆修正を行う。（業務の効率化）

（上記内容を網羅した「運動会台本」（各種目A4見開き２ページ）を作成し、原則永久台本とする）

⑧ 開会式・閉会式の練習は、関係する生徒と担当する教員だけで行う。（生徒会担当）

⑨ 開・閉会式は全生徒が整列した体形から開始する。（入退場無し）

⑩ 全体練習は、全校競技のみとする。（担当体育科） ※予行練習は極力行わない方向で検討する

⑪ 学年種目は、準備・片付けを含め、学年の教員が指導を行う。（チーム二中）

⑫ ３年の「よさこいソーラン」は、３学期に３年生が２年生に伝授する。（主体的・対話的）

⑬ ３年かけて生徒席用テントを購入する。

⑭ 次年度から、修学旅行が７月になるため、５月中旬に運動会を企画する。

私なりに思いつくものを羅列しましたが、今後、生徒と教職員の視点を付け加え、次年度へ向けたリニューア

ルの準備を進めて行きたいと思います。（出来れば今年度末までにアウトラインが完成するといいですね）
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